
海
苔
と
人
々
の
ふ
る
さ
と
を
紡
ぐ

 

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
東

京
湾
の
埋
め
立
て
が
進
む

中
、
１
９
６
２
年
つ
い
に
大

森
の
海
苔
漁
業
者
は
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
処
分
さ

れ
る
海
苔
の
生
産
道
具
を
残

そ
う
と
地
元
の
人
々
が
保
存

活
動
を
行
い
、
行
政
も
後
押

し
し
、
保
存
会
の
収
集
し
た

海
苔
資
料
は
現
在
の
大
田
区

  

「
ふ
る
さ
と
館
」
の
教
育
事

業
は
「
ふ
る
さ
と
会
」
が
担
っ

て
お
り
、
そ
の
柱
で
あ
る
体

験
イ
ベ
ン
ト
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
た
道
具
を
使
い
、
元

海
苔
生
産
者
が
直
接
指
導
す

る
本
格
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
指

導
者
の
表
情
は
輝
き
、
腕
も

衰
え
て
い
な
い
。
こ
ん
な
時

小
山
さ
ん
は
「
技
術
は
直
接

伝
え
る
こ
と
に
意
味
が
あ

立
郷
土
博
物
館
（
南
馬
込
）

の
前
身
、
郷
土
資
料
室
で
展

示
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
海
苔
漁
具
は

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
し

か
し
「
海
で
使
わ
れ
て
い
た

物
は
海
の
近
く
に
保
存
し
た

い
」
と
い
う
地
元
の
要
望
は

続
き
、
２
０
０
７
年
「
大
森

ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
」
が

整
備
さ
れ
、翌
年
念
願
の
「
ふ

る
さ
と
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

 

開
館
に
先
立
ち
、
ふ
る
さ

と
館
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
に
発
会
し
た
の
が
Ｎ
Ｐ

О
法
人
「
海
苔
の
ふ
る
さ
と

会
」（
以
下
「
ふ
る
さ
と
会
」）

だ
。
会
員
は
、
地
元
の
人
や

元
海
苔
生
産
者
を
中
心
に
、

現
在
約
１
５
０
名
。
理
事
長

は
元
海
苔
生
産
者
で
保
存
活

動
の
中
心
人
物
、
平
林
義
正

さ
ん
。
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
指

導
す
る
「
協
力
者
会
」（
元
海

苔
生
産
者
）
と
「
は
ま
ど
（
浜

人
）の
会
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
会

を
支
え
る
。
加
え
て
小
山
さ

ん
、
平
山
さ
ん
ら
若
い
専
任

ス
タ
ッ
フ
は
７
名
。
小
山
さ

ん
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
時
、

実
務
に
あ
か
る
い
人
が
必
要

と
声
が
か
か
っ
た
。
元
生
産

者
で
あ
る
理
事
の
力
を
借
り
て

海
苔
の
生
産
道
具
や
資
料
の
保

存
展
示
と
い
っ
た
「
ふ
る
さ
と

館
」の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

  

「
ふ
る
さ
と
館
」
に
入
る

と
最
後
の
海
苔
船
「
伊
東

丸
」（
全
長
13
ｍ
）
が
ひ
と

き
わ
目
を
引
く
。
展
示
さ
れ

た
道
具
と
詳
し
い
解
説
を
前

に
来
館
者
は
海
苔
漁
業
最
盛

期
の
大
森
を
体
感
で
き
る
。  

 

会
の
「
使
命
」
は
こ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
館
を

地
域
の
人
々
の
『
憩
い
』
の

場
所
に
す
る
こ
と
だ
。「
近

所
の
お
年
寄
り
が
こ
こ
に
来

て
職
員
と
話
が
で
き
る
、
そ

ん
な
居
心
地
の
良
い
場
所
に

な
れ
ば
」
と
平
山
さ
ん
。「
ふ

る
さ
と
」
と
い
う
名
前
に
込

め
ら
れ
た
尊
い
使
命
だ
。

る
」
と
実
感
す
る
と
い
う
。

人
気
の
「
海
苔
つ
け
体
験
」

で
は
、
細
か
く
刻
ん
だ
生
海

苔
を
成
型
し
、
乾
し
て
形
に

す
る
ま
で
を
行
う
。
作
っ
た

海
苔
に
は
名
札
を
つ
け
て
後

日
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
11
月
か
ら
４
月
の
間
、

ひ
と
月
に
１
６
０
人
も
の
人

が
体
験
。
他
に
学
校
単
位
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

 

海
苔
が
採
れ
て
い
た
「
ふ
る

さ
と
」
の
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
、
自
然
保
護
活
動
に

も
力
を
入
れ
る
。
東
京
海
洋

大
学
の
学
生
と
共
同
で
、
小

中
学
生
向
け
に
、「
浜
辺
の
生

き
物
探
検
隊
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ボ
ラ

や
カ
ニ
と
い
っ
た
浜
辺
の
生

き
物
を
観
察
し
「
科
学
的
な

思
考
の
基
礎
を
学
ん
で
も
ら

い
、
人
と
浜
辺
の
関
わ
り
方

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
」
と
小
山
さ
ん
。

 

そ
の
他
、「
ふ
る
さ
と
会
」

が
独
自
に
開
催
す
る
「
お
月

見
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
と
公
園
散

歩
」
と
い
っ
た
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
、「
ひ

ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
か
ら

水
や
り
、
種
の
収
穫
ま
で
行

う
。親
子
で
の
参
加
も
多
く
、

「
初
め
て
土
を
い
じ
っ
た
」

と
の
声
も
聞
く
。
ど
れ
も
五

感
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
ス

タ
ッ
フ
の
想
い
の
こ
も
っ
た

イ
ベ
ン
ト
だ
。好
評
で
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
。
年
間
50
も
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
追
わ
れ
る

日
々
で
も
、「
伝
え
る
役
割
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
」

と
小
山
さ
ん
は
笑
顔
だ
。

  

「
ふ
る
さ
と
は
人
が
生
き
て

い
く
う
え
で
頼
り
に
な
る
と

こ
ろ
。
こ
こ
で
過
ご
し
た
子

ど
も
た
ち
が
親
に
な
っ
て
、

自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て
来

て
く
れ
た
時
、
こ
こ
が
本
当

の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
た
と
実

感
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
小
山
さ
ん
。
言
葉
を
選
び

な
が
ら
、
丁
寧
に
話
す
二
人

か
ら
は
、「
海
苔
の
ふ
る
さ

と
」
だ
け
で
な
く
「
人
々
の

ふ
る
さ
と
」
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
熱
い
決
意
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

035
NPO法人 海苔のふるさと会

DATA
NPO法人  海苔のふるさと会

大田区平和の森公園2-2
大森 海苔のふるさと館内

TEL:03-5471-0333
FAX:03-5471-0347
http://norinoyakata

.web.fc2.com

あなたのおすすめのお店は？
（所在地？その理由は？）

[ お名前 ]                                                        [  男 ・ 女  ]
[ ご住所 ]

[  年 代   ]　　　才 代　[ 電話番号 ]   
[ email ]
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３．１１を忘れない！復興応援グッズ「田の浦ほたてあかり」

 宮城県南三陸町歌津田の浦集落の

 女性グループが製作した

 ホタテ貝殻のリサイクルキャンドル

 （5個入り2,500円）を抽選で  4名様　　にプレゼント！

2013年3月1日当日消印有効。当選者の発表は、
商品の発送をもってかえさせていただきます。

田の浦集落での復興まちづくり
www.e-tanoura.com

ロウソクの灯る時間、東北を想おう！

 

大
森
は
か
つ
て
全
国
有
数
の
海
苔
の
生
産
地
で
あ
っ
た
。
海
を
見
渡
す
よ
う
に
建
つ
博

物
館
「
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」(

以
下
「
ふ
る
さ
と
館
」)

。
海
苔
漁
業
に
関
す
る
道

具
や
資
料
を
保
存
展
示
し
て
い
る
。
08
年
に
開
館
し
て
以
来
入
場
者
は
36
万
人
に
の
ぼ

る
。
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
海
苔
の
ふ
る
さ
と
会
」
は
、
海
苔
の
歴
史
を
伝
え
る
と
と

も
に
自
然
環
境
に
も
目
を
向
け
て
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
館
」
へ
の

想
い
と
活
動
の
様
子
を
、
事
務
局
長
の
小
山
文
大
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
平
山
龍
さ
ん
に
う

か
が
っ
た
。（
取
材
・
文
＝
大
宮
康
子
）

り
ょ
う

ふ
み
ひ
ろ

2/26　被災地と体験共有！編み物体験
ワークショップ おのくんの「帽子」づくり

2/26　3.11を忘れない！被災地の今を知る
「被災地で活躍する女性に学ぶまちづくり」

www.oomori-cafe.com

宮城県東松島市 「小野駅前応急仮設住宅」 の
女性が復興を願って製作を続けて
いるソックモンキー人形 「おのくん」
の帽子を編みながら語り合います。
ゲスト●足立千佳子さん（宮城の
まちづくり魔女）／武田文子さん
（小野駅前応急仮設住宅自治会長） 
日時●2月26日(火) 
10:30～12:30体験談「女性からみた震災の教訓」
　＋ワークショップ。　終了後ランチ交流会。 
参加費●500 円　材料代含む。飲み物・ランチ別
　　　　　　　　　　　（有料保育1人1,000円）
会場●こらぼ大森　大田区大森西2-16-2
　　　

「
お
の
く
ん
」

まちづくりを考える大人のサロン「まちカフェ夜学」
ゲスト●足立千佳子さん
日時●2月26日(火)　19:00～21:00
参加費●500円　ワンドリンクおつまみ付き
会場●Luz大森4F（入新井集会室）大森北1-10-14
お申込はいずれも大森まちづくりカフェ事務局へ

office@oomori-cafe.com   TEL:03-5935-7881

3/5　被災地へメッセージを送ろう！
ワークショップ ほたてトールペイント教室

被災地支援活動を継続している学生さんの体験か
ら、私たちでできる支援や減災を考えます。
ゲスト●小島なぎささん（滋賀県立大学３回生）
トールペイント講師●中村広美さん
日時●3月5日（火）　10:30～12:30　体験談＋
　　　　　ワークショップ。終了後ランチ交流会。
参加費●500 円　材料代・ほたてあかり1つ含む。
　　　飲み物・ランチ別。（有料保育1人1,000円）
会場●こらぼ大森　大田区大森西2-16-2

技
術
は
、直
接
伝
え
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る

憩
い
の
場
所
で

あ
り
た
い

「海苔つけ体験」の様子。元生産者の方の指導に子どもたちが真剣な眼で応えている。

「ひまわりプロジェクト」大きな花が咲くといいね。

スタッフのみなさんの笑顔がふるさと館を
支えている。中央、小山さん。右隣、平山さん。


